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学校教育についての教師および大学生のイメージ

　　筑波犬学心理学系

加　　藤　　隆　　勝

　　　　　　　　　は　じ　め　に

　近年，学校教育の間題状況がさまざまな観点から論じ

られている．周知のように，児童生徒については受験競

争の過熱化，落ちこぼれ，無気力，．登校拒否，非行，家

出，自殺等が間題になっている．これらはいずれも目本

の杜会構造と深くかかわり合うものであるが，指導に当

たる教師や父母にとっては，当面解決されなげれぱなら

たいきわめて切実な実際的間題である．Lかし，教師の

場合は，世代差や価値観の対立からくる断絶が指導につ

いての共通理解をむずかしくさせているといわれるし，

父母の場合には，遇保護的な扱いから抜け切れない反面，

わが子を受験競争に勝たせたいという願望のみが肥大化

し，子どもをますます塾などに追いやる縞果を生んでい
る．

　こうした状況は教育の荒廃と呼ぱれるまでに至り，多

くの議論を巻き起こすとともに，改善への手だてを模索

する動きも活発化させている．たとえぼ，今回の学習指

導要領の改訂において，rゆとりあるしかも充実した学

校生活」の実現が目ざされているのも，学校教育のこの

ような現状を認識した上でのことであったといえる．

　しかし，教育論議が過熱気味であるにもかかわらず，

直接児童生徒の指導を担当する教師の意見はさほど前面

に出てきていないように思われる．児童生捷の実態につ

いての資料はそれなりに集積され，間題状況も浮き彫り

にされつつあるが，肝心の教師がそれをどのように受げ

止め，どう感じ・ているかという，教師の意識や態度の実

証的検討はほとんどなされていない．多くの議論は現場

教師の味方とLての立場から展開される形をとっている

にもかかわらず，一部の教師のたてまえ論を代弁してい

るにすぎたかったり，現実の教育場面の中で苦悩し努力

している教師の感覚とはかなりのズレがあったりする場

含が少たくないようである．

　しかL，教師が現在の学校教育をどのように考え，ど

う感じているかの正しい把握なくLては改善への手だて

も実質的な意味や有効性をもちがたい．本研究はこうL

た立場のもとに，小学校教師抽よび教員養成系大学学生

の学校教育に対するイメージを実証的に分析することに

よって，学校教育めあり方を考えるさいの基礎資料を得

ようとするものである．

　　　　　　　　　　目　　　的

　学校教育の間題状況がさまざまな観点から論じられる

申にあって，実際に児童生徒の指導に当たる教師や教員

養成系大学の学生は，学校教育についてどのようなイメ

ージをもつているかを明らかにする．

　　　　　　　　　　方　　　法

　SD形式（5段階評定）の調査を実雄Lた．刺激概念

として15個の概念を用いたが，本研究においては，その

内13個の概念についての結果を報告する．

　刺激概念の選択は小学校教師の研究グルーブ（犬橋教

育研究会々員　26名）によってなされたものである．は

じめに，小学校に勤務する教師とLての立場から学校教

育のイメージを規定していると思われるものを列挙した

上で，その各々についてグループのメソバーが共同で検

討を行たい，より適切と判断されたものが最終的な概念

として選定された．用いられた概念は次の通りである．

　1．学校の指導内容（授業）に関するもの

　　　r学習指導要領」r教育課程」r教科書」r道徳教

　　　育」r特別活動」r通信簿」

　2．学校の人的構成に関するもの

　　　r現代っ子」r小学校教員」r職員会議」

　3．学校教育に直接聞韓に影響を与える組織

　　　rPTA」r教育委員会」r文部省」「日教組」

　イメージの評定には15対の形容詞が用いられた．形容

詞対の選択も同じ小学校教師の研究グループによってな

されたものである．すたわち，グループの各メンバーが

学校教育のイメージとLて想起される形容詞対を列挙し

た上で，各々について意味上の適切性，独立性，現場教

師としての切実性などの点を共同で討議L，最終的に15

項目が選定された．

　なお，これまでの研究によってSD法の結果を困子分

析した場合，評価因子，力量性因子，活動性因子の3因

子が抽出されることが明らかにされている．形容詞対の

選択にさいしてはこのような因子構造を参考にすること

が望ましいとされているが，本研究では特にそのことを

意識せずに，現場教師の関心，切実性などにもとづく判

断を重視Lた．

　また，S　D法においては，一般に7段階の評定尺度を
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用いることが多いが，現場教師は5段階評定に慣れてい

るためか，これに低抗を示すもgが多かったので，5段

階の評定尺度を用いることにLた．

　最終的に選定された形容詞対は次の通りである．な

お，以下の配列は，全概念について被験者を込みにして

行なった因子分析の結果をもとにLたものであるが，実

際の調査においては，形容詞対の提示順序たらびに方向

はランダムになるよう配慮された．

（1）明るい

（2）カ・らっとLた

（3）新しい

（4）楽Lい

（5）開放的

（6）すき

（7）暖かい

（8）親しみやすい

（9）かわいらLい
（10）　おだやカ、な

（11）きままた

（12）多様た

（13）やわらかい

（14）強い一

（15）単純な

暗い

Lめつぽい
古い

苦しいπ

閉鎖的

きらい

冷たい

親Lみにくい

にくらLい
はげLい

押しつげ的な

画一的な

かたい

弱い

複雑な

査　対　象

　1．東京都および横浜市の公立小学校の教師二男
　　169名，女84名，．合計253名．

　　　内訳

　　（1〕40歳未満一男45名，女48名，計93名．

　　12〕40歳以上一男96名，女36名ジ計132名．

　　13〕校長・教頭一男28各．

　2。首都圏にある国立犬学教育学部学生（1年ん3年

　　生）一男36名，・女86名，合計122名．、

　調査の実施時期は，教師については昭和49年9月～10

月，大学生については昭和50年1月である．

　なお，調査は無記名で実施し，教師については勤務校

名も記入LたいこととLた．したがって，結果の処理は

全体集計のみを行ない，地域別，勤務校別の集計は行な

わないこととLた．

　　　　　　　結果とその考察（その1）

　結果の整理にあたっては，上の各形容詞対のうち，左

側の形容詞の極に5点，右側の形容詞の極に1点を与え

る仕方で得点化した．．たとえぱr明る～・・暗い」の場

合，かなり明るいを5点，かなり暗いを二1点，中間のど

ちらともいえないを3点として，1各段階た応じて，5，・

4，3，2，1の点を配した．

　1．、教師と夫学生の比較

理　学　研　究　第1号

　付表には各刺激概念別に各尺度ごとの平均得点，標準

偏差およびグループ間の差の検定結果を示した．また図

1－1～i－13は教師および大学生の平均得点にもとづいて

作成したブロフィールである．次に付表および図1－1～

1－13によって，各刺激概念ごとの結果を検討してみる．

　11）学習指導要頒

　教師の場合も大学生の場合も，r強い・弱い」を除い

て，平均得点が3以上になるものはない．したがって，

全体として暗く，親しみrくく，押しつけ的といったイ

メージにたっている．特に「押しつけ的た」「かたい」

と評定される傾向が強い．

　教師と大学生を比較すると，図1－1から明らかたよう

に，犬学生のイメージは教師のイメージよりも一層暗い

ものとなっている．付表によって両群の差（t検定）を

みると．，　「おだやかな・はげLい」を除く14項目につい

ては，すぺて5％ないし1％水準で有意た差が確かめら

れている．

　12）教育課程

　教師の場合，学習指導要領に比べると平均得点が3に

近ずき，どちらともいえないという方向寄りになってい

る．しかL平均得点が3以上にたるものは少なく，全体

としてはやはり暗く親しみにくいイメージとたってい

る．特にr複雑な」r押しつけ的な」と評定される傾向

が強い．犬学生の場合も学習指導要領に比べる」と辛均得

点がやや高くたるが三教師よりも明らかに暗いイ〉一ジ

でと・らえている．特にr押しっげ的な」一’r閉鎖的な」一と

みる傾向が強い．教師と大学生の差は「単純た・複雑

た」を除いてすべて有意である．

　（3〕教科書

　教師の場合，平均得点が3前後とたり，’教育課程より

も’やや明るい方向寄りになっている．ただし1　「画一的一

な」　「押しつけ的な」という見方は依然として強い．’大

学生の場合ぽ暗く親Lみにくいという・イメージが強く，

特に「押しつげ的た」ものとみる傾向が強い．教師との

差は、rおだやかな・はげしい」を除き，他はすべて有意

である．

　14〕道徳教育

　教師の平均得点が3以上になるのは，rおだやかな・

はげしい」　r強ン・・弱い」だけである．■したがって全体

としては暗く親しみにくいイメージである．特にr押し

つげ的な」　rかたい」などと評定される傾向が強い．犬

学生の場合は，教師よりも一層暗いイメージでとらえて

いる．特にr押しつげ的た」「古い」rLめっぽい」な

どと評定する傾向が強い．教師と大学生の差は13項目に

おいて有意である．

　15）特別活動

　教師の平均得点も犬学生の平均得点も3以上になるも

のが多い．全体としてr明るい」　「楽しい」イ・メージと
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なっている．教師の場合はr明るい」r新しい」r楽Lい」

などの評定が高く，大学生の場合はr明るい」r楽しい」

「暖かい」などの評定が高くたっている．また，教飾の

イメージと大学生のイメージの聞にあまり差がないのも

特徴である．右意な差が示されたのは「強い・弱い」

「おだやかな・はげしい」など6項目である．

　16〕通信簿

　教師および大学生とも，全体に暗く親しみにく㌧一・イメ

ージとなっている．教飾の場合は’「苦しい」■「画一的な」

．「押しつけ的な」などと評定する僚向を示している．」同

様に大学生の場合も，r画一的な」「押Lつけ的な」「古

い」たどと評定する傾向が強い．なお，大学生の方がよ

り古く，閉鎖的で，画一的といったイメージをもってお

り，教師との差はr楽しい』苦しい」を除くすべての項

目において有意である．

・17）現代っ子

　教師のイメージをみると，r明るい」「からとLた」「新

Lい」r開放的」などのように明るさが特微であると同

時に，r弱い」rはげしい」r冷たい」という見方も示さ

れている．この点は大学生の場合もほぽ同様である．現

代っ子のイメージを簡略化していえぱ，’明るく，からっ

として，開放的であるIと同時に，気ままで’弱く，はげ

しく，冷たいということにたろうか。教師と大学生の差

は15項目中11項目において有意であり，教師の方がより

明るく，親しみやすいとみる傾向カミ強くなっている．’

　（8〕小学狡教員

　小学校教師にとっては自已の職業についてのイメージ

になるが，＝平均得点3前後のものが多い．傾向として

は，r好き」「親しみやすい」などともに，r閉鎖的」「画

一的」という見方が示されている．大学生のイメージも

ほぽ同様であるが，小学校教員をr暖かい」とみる傾向
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がより強い．’ま牟r閉鎖的」「画一的」rかたい」などと

みる傾向は少ない、教師と大学生の差は，r暖かい・冷

たい」　「多様な・画一的な」など6項目において有意で

ある．

　（9〕職員会議

　教師の平均得点は3に近いものが多いカミ，3以上にな

っているのは2項目のみである．したがって，全体とL

セはやや暗く，親しみにくいというイメージになってい

る．これに対して大学生のイメージは教師の場合よりも

一層暗く，親しみにくいものになっている．特にr閉鎖

的」r親しみにくい」rかたい」たどの見方をとる傾向が

強い．教師と大学生の差はすぺての項目で有意である．

　ω　PTA
　教師の平均得点は3前後のものが多いが，職員会議と

同様に，全体とLてはやや暗く親しみにくいというイメ

ージになっている．これに対L，大学生は教師よりも一

層暗く親しみにくいというイメージでとらえており，

rきらい」r親しみにくい」rしめっぽい」「古い」r強

い」などと評定する傾向が強い．教師と大学生の差は，

r単純な・複雑な」を除くすべての項目において有意で

ある．

　㈹　教育委員会

　教師の場合，rおだやかな・はげしい」r強い・弱い」

を除いて平均得点が3以上になるものはない．したがっ

て，全体として暗く，親しみにくく，押しつげ的なイメ

ージ’となっている．特にr押Lつけ的な」・r閉鎖的r　rか

たい」などと評定される傾向が強い．教師と大学生を比

較すると，大学生のイメージは教師のイメージよりも一

層暗いものとなっている．特にrかたい」r親Lみにく

い」r閉鎖的」r古い」r強い」などとみる傾向を示して

いる．教師と大学生の差は「単純な・複雑な」を除く14

項目において有意である．

　胸文部省
　教師の場合も大学生の場合も教育委員会と類似したプ

ロフィールとなるが，各尺度の平均得点は教育委員会の

場合よりも低くなっている・したがって，より暗く，親

しみにくいイメージということになる．教師は特に「古

い」rかたい」「閉鎖的」r押しつげ的な」r強い」たどと

みる傾向が示されている・また，大学生は「古い」「親

しみにくい」r閉鎖的」「押しつけ的な」「強い」などと

みる傾向が強い．教師と大学生の差はrおだやかな・は

げLい」「単純な・複雑な」の2項目を除く13項目にお

いて有意である．

　㈲　目教組

　教育委員会，文部省と同様に，目教組のイメージも全

体として暗く，親しみにくいものになっている．教師の

場合は「強い」「はげしい」「かたい」「親しみにくい」

r暗い」などとみる傾向を示している．大学生の場合も
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「はげしい」　r親しみにくい」r押Lつげ的な」「暗い」

などとみる傾向を示している．なお，教育委員会や文都

省の場合と異なるのは，教師と大学生の差が少ないこと

である．有意な差を示したのはrきままな・押しつげ的

な」などの4項目である．

　2．考　察

　11〕以上のように各概念ごとの結果をみてくると，暗

いイメージのものが大半を占めている．明るく楽しいイ

メージとなっているのはr現代っ子」「特別活動」の2

概念のみで，その他には「小学校教員」がやや明るく，

暖かく，親しみやすいと評定されている程度である．

　特にr学習指導要領」r教育委員会」r文部省」r目教

組」はいずれも暗く，閉鎖的で，親Lみにくく，押しつ

け的で，かたいというイメージにたっている．しかも，

これから教育界に進もうとする大学生の方が現職の教師

よりも一層暗い見方をとっているのが特微である．大学

生においては，r教科書」r職員会議」rPTA」も明ら

かに暗いものとして評定されている．

　教育の仕事はさまざまな困難を伴うものではあるが，

児童生徒の成長の可能性を信ずるところから出発するの

であって，本来，明るく楽しいはずのものと考えられて

いる．しかるに，調査結果は，現職の教師や教員養成系

大学の学生の学校教育に対するイメージは大変重苦しい

ものであることを示している．これは驚くべきことであ

るし，深亥晦事態といわなけれぱならない・

　もちろん，結果とLて表示されたイメージは，事実や

実態を忠実に反映しているとはかぎらない。事実や実態

の一部が全体であるかのように拡大されている場合もあ

りうるであろうし，現象の一面のゆがみが本質のゆがみ

として受け取られている場合もあろう．また，その逆も

ありうることである．しかし，そうではあっても，現実

の教師あるいは大学生のいだいていて教育のイメージ

と，教育の仕事は本来明るく楽しくあるべきだという教

育の理念との閻の落差はあまりにも大きすぎる．教師が

このような重苦しいイメージのもとで勤務しているとす

れぱ，そこから健康で人間性豊かな児童生徒の成長を期

待することはむずかLいのではないだろうか・また，数

年後に教職につく可能一性の高い大学生が現職の教師以上

に重苦しいイメージで教育をとらえているとすれぽ，教

育の将来に対する明るい展望は開けようがない．

　教育についてのイメージを明るいもの，楽しいものに

転換できるかどうかは，わが国の将来を左右する重要な

間題といってよい．特に杜会全体がこのことを認識し，

教育を明るいもの楽しいものにしていくための条件を真

剣に模索していく必要がある．

　なお，本調査は昭和49年および50年に実施されたもの

である．その後現在に至るまで，学習指導要領の改訂等

教育界の流れに変化が生じている。そのような変化が教
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育についてのイメージにどう反映Lているかは興味深い

間題である．

　（2）明るく楽LいイメージのものとLて，「現代っ子」

r特別活動」があげられることはすでに指摘した通りで

ある．「現代っ子」は，明るく，からっとして，開放的

であるが，弱く，はげしく，冷たいと受け取られてい

る．明るいが人間的暖か味にやや欠げるのが現代っ子像

と解される・しかL全体として暗いイメージが多い中

で，子どものイメージが明るいことは救いである．子ど

もの明るさまで押しつぶしてしまうことのないよう，教

育全体に明るさを回復することがやはり課題となる・

　「特別活動」は教師，大学生とも明るく，楽しく，好

きで，親しみやすい活動として受けとめる傾向を示して

いる．児童の自発的自治的活動を重視する特別活動の性

格が，・ごのようなイメージを与えるものとして注目され

る．また，特別活動は学習指導要領の規定は大枠のみで，

各学校の創意工夫や特色を最も多く発揮できる領域であ

ること，集団的な実践活動としての性格をもっているこ

となどもイメージ形成に影響していると推測される．

　この点に関連Lて指摘Lたいのは，　r学習指導要領」

r教育課程」　r教科書」のイメージの明暗である．教師

の場合は学習指導要領が最も暗く，教育課程，教科書の

順に明るい方向寄りになっている．学習指導要領は教育

課程の基準として，たてまえ上動かしがたいものである

のに対して，教育課樺は学習指導要領に基づくことはい

うまでもないが，地域の実態や児童の心身の発達段階等

を十分考慮の上，学校で編成するものである；また，教科

書は一定のものを偉用することになるが，実際の授業の

成果は教師の扱い方や創意工夫によるところが大きいと

いえる．このようにみてくると，明るいイメージは教師

の主体性の尊重や創意工夫の余地と深く関連しているよ

うに思われる．明るさを回復する一つの重要なポイソト

はこの点にあるものと推測される。

　13〕学校教育に直接間接に影響を与える組織として

rPTA」r教育委員会」r文部省」r目教組」を取り上

げて調査した結果，いずれも明るく，親しみやすいもの

ではなかった．特に後の3者のイメージは，親しみにく

く，押Lつげ的で．強いなどの点で共通している・教育

委員会も文部省も目教組も，その政策の目ざすところは

子どものため，教師のためということであるが，実際に

はそれぞれの存在が教師に明るい展望をもたらすものと

はなっていない．一教師にとっても大学生にとっても，い

ずれも重苦しい存在であることを示しており，3者に対

してきびしく反省を求める結果になっている，な牟，教

育委員会・文部省と目教組のイメージは一般に対照的な

ものと考えられやすいが，現場教師の立場からみた場

合，むしろ類似した点の多いイメージとなっているのは

興味深い．



加藤1学校教育についての教師および大学生のイメージ

　　　　　　　　結果と考察（その2）

　1．世代差の検討
　学校教育についてのイメージは，教師と大学生の間で

有意差のみられる概念が多かったρで，教師については

さらに「40歳未満」「40歳以上」r校長・教頭」に分けて

分析した結果を付表に示す．r校長・教頭」は管理職と

しての集団であるため，厳密にいえぱ世代差を検討する

ためのグループとしては適切でないが，平均年齢が50歳

以上になるので，世代的な意味をもつものとして扱っ

た．なお，r大学生」r40歳未満教師」　r40歳以上教師」

「校長・教頭」の4群間の差について分散分析を行なっ

た結果もあわせて付表に示した．

　大学生から校長・教頭に至るまで世代間の差が少ない

のはr特別活動」　r小学校教員」のイメージである．他

の概念は過半数の項目において有意差を示Lている・次

に特徴的なものとして，r学習指導要領」r道徳教育」

r特別活動」r現代っ子」r職員会議」r文部省」r目教組」

の7概念を取り上げて検討してみる．なお，大学生のブ

ロフィールについてはすでに示Lたので，図2－1～3－7

には教師の世代別プロフィールを示す．

　（1〕学習指導要領

　大学生から校長・教頭となるにつれ，暗く，親Lみに

くく，押しつげ的なイメージから，どちらともいえない

という方向寄りのイメージに変わってくる．特に40歳未

満と40歳以上の教師の聞の差は大きいといえる．有意差

のない項目は，rおだやかな・はげしい」「強い・弱い」

の二つである．

　（2〕道徳教育

　学習指導要領の場合と同様に，年齢が上の世代になる

につれ，暗く，古く，押しつげ的なイメージから，どち

らともいえない，あるいは好意的な方向のイメージに変

わってきている．やはり，全般に40歳未満と40歳以上の

教師の間の差カミ犬きいと’いえる・’有意差のない項目は学

習指導要領の場合と同じ2項目である．

　（3〕特別活動

　各世代とも明るく，楽しいイメージとなっており，世

代間に有意な差が認められるめは，rおだやかな・はげ

・しい」　「強い・弱い」など4項目のみである．教師の縞

果を世代別にみると，40歳未満より40歳以上および校長

・教頭の方がやや明るく，楽しいものとみる傾向を示し

ている．

　（4〕現代っ子

　図2－4に示されているように，教師の世代差が明瞭な

のはr画一的・多様な」などの1，2項目のみで，他は

きわめて類似した緒果となっている．教師の現代っ子に

対する見方はきわめて一致しているといえる．にもかか

わらず10項目において世代閻の差が有意となっているの
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は，主として大学生との差によるものである。

　（5〕職員会議

　大学生では，暗く，閉鎖的で，親しみにくく，かたい

というイメージであるが，40歳未満，40歳以上となるに

つれてどちらともいえない方向に接近し，校長・教頭に

なるとむしろ明るく，新しく，開放的なイメージに変わ

る傾向を示している．「単純な・複雑な」の項目を除く

14項目において世代聞の差が有意となっている・

　（6ジ文部省

　大学生では古く，閉鎖的で，親Lみにくく，押しつげ

的で，強いというイメージであるが，世代が上になるに

つれてどちらともいえない方向寄りになる．ただし，校

長・教頭の場合でも平均得点が3以上になる項目は「強

い・弱い」のみであり，閉鎖的，押しつげ的で，かたい

という’イメージになっている．世代間の差は13項目にお

いて有意である．

　17〕目教組
　図2－7によって教師あノロフィールをみると，文郡省

の場合とは逆に，綾長・教頭は晴く，、親しみにくく，は

げしく，かたいとみる傾向が強いが，．40歳以上，40歳未

満と年齢が下るにつれてどちらともいえない方向寄りの

結果を示している．しかし，40歳未満においても平均得

点が3以上になるのはr強い・弱い」の項目のみであっ

て，暗く，押しつけ的で，画一的といったイメージに一な

っている．なお，大学生の場合，40歳以下の教師より

も，より好意的なイメージとなる傾向は示さず，むしろ

教師全体の平均に近い数値を示しているのカミ特徴であ

る．世代間の差は9項目において有意である．

　2．考　察

　取り上げた7概念のうち，年齢の変化に対応して，非

好意的から好意的な方向への変化を示すものとして，

　　　　1　　　　2　　　　3　　　　4　　　　5

ω暗　いL■一一　．ト」明るい
1別　しめoぼい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　からoとした

旧1古　　い　　　　　　　　㌧　　　　　　　新しい

　　　　　　　　　　　　　教　　　師
・1蕾い・　　　　』一川占未溝楽』い

帽i閉艘的　　　　　　　▲・・一一＿’』n歳以上開放的、

㈹きらい　　　　　　■卜一・一乱校艮・教蛎す　き

171冷　た　い　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　暖　か　‘・

1割挽しみにくい　　　　　　　　　　　　　別しみやすい

蜴11ζくらしい　　　　　　　　　　　　　　か伽・肌い

mlはげLい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おだやかな

岨凹押しつ㈱な　　　綿　　　　　　きままな

○酉画…餉な　　　　　　　　　　　　多様な
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図2－1学習指導要領（教師の世代差）



42

o1略　　い

1別　しめっぼい

㈹古　　い

ω薔Lい

旧1閉損的

㈹きらい

岬，冷たい

個’　鯉しみ．どくい

帽1　にくらしい

mlはげしい

uU　押しつけ的な

l1囲画一的な

11刮かたい

n』弱　　い

○副担雑な

筑波大学心理■学研究第1号
2　　　3　　　4

“

て
、〉

慧
ノ

1
、

ソ

明るい

からoとした

新しい

薬しい

闘放的

す　　き

暖かい

貌Lみやすい　一

かわいらしい、

おだやかな

　　　教　　師

H40歳未満き註まな
＾一一“・｛40銭以上多微な

ト・一・一｝校長・教頭やわらかい

　　　　　　強　　い

　　　　　　単純な

図2－2道徳教育

ω暇　　い

I別　しめrぼい

　　　　　　　　教　　師
旧〕古　　　い　H40歳未梼

‘引苦L、、｛一．‘．一一’‘40歳以上

旧1閉嫡的トー・一峨長・赦頭

、㈹きらい

1・1冷たい　　《
，8】　卓見しみ．こく、、

旧1　iEくらし、、

o01はげしい

m1押Lワけ的な

○司圃｝的な

○固かたい

㈹弱　　い

○国櫨雑な

4　　　5

111鴫　　い

‘21　しめoぼい

個1古　　い

蜆1蓄』い

旧閉鏑的

旧1会らい

m冷たい

帽、概しみにくい

一馴　Iこくらしい

皿mはげしい

lll．締しつげ餉旭

○固圃一的な

○固カ、たい

○蜆弱　　い

○副街維な

＼、

明るい

からoとした

新Lい
楽しい

開放的一

す　　き

醒か’い

親しみやすい

かわいらしい

おだやかな

一きままな

多榛な

やわらかい

強　　い

単純な

1　　　2
ω瞭　　い

＝別　しめrぼい

旧1古　　い

　　　　　　　致　　魎
1則苦しい・一一一一40鰍満

帽1閉鎖的＾一一一’40歳以上

個1きらい←。一．’‘狡長・教頭

岬1冷たい

帽i鯛しみにくい

帽i　‘ζくらし、、

llmはザLい

m1押Lっけ的な

n凹I画一的な

11醐カ、た　い

衙』弱　　．い

u回複雑な

㍍

グ

㌻
η

図2－4現代っ子

りく
く

》
く
汚
“
込
　｛
　　主工

／
妄五

．

〆j

以

4　　　5

ω・暗　　い

一21Lめiぼい

旧i酋　い

一刎．蓄しい

固閉鎖的

㈹きらい

｛刊冷たい

。”

《
篶
㍑
μ
；！

μ
l
l

討
グ

苧
虹
／

㍉
及

図2－3特別活動
1　　2 4　　　5

明るい

から口とした

新しい

楽しい

闇放的

す　　き

暖かい

親しみやすい

かわいらしい

おだやかな

きままな

多様な

やわらかい

強　　い

単純な

帽1親Lみにくい

一S｝　1ζくらL、、

u皿1はげしい

m〕押しっけ的な

1咽画一的な

n刮かた　い

一n削弱　　い

帖i樋雑な

n〕晒　　い

‘2，しめ一ぼい

旧1古　　壱、

ω苦しい

㈹閉鎖餉

㈹きらい

π】冷たい

帽パ親しみにくい

＝馴　にくらしい

〔mはげしい

｛m　押しっけ的な

n易圃一餉な

llヨ1かたい

○切弱　　い

l151複雑な

．メ

《
ノ

　　　　　　　明るい

￥　　　　　　　からoとした
　．

ノ　　折い・
　　　　　　　楽』い
＼

ノ　教一師闘放協

Hl㈱ポ1｝’一一一…▲40歳以上　暖　か　い

吐一・一■狡長・教頭　鰯し西やすい

　　　　　　かわいらし、、

㌧
’

く
メ

図2－5職員会議
1　　　2 4　　　5

おだやかな

きままな

多＝篠な

やわらかい

強．　い

単鈍な

　　　　　　明るい

　　　　　　からoとした

　　　　　　新しい　　　教■師
トー一一140壌未満桑Lい

｛一・一一440歳以上　開　放約

汁一・一・帝校長・致窮す　　き

　　　　　　暖かい

　　　　　　糧Lみやすい

　　　　　　かわいらしい

　　　　　　牟だやかな

　　　　　　きままな

　　　　　　多篠な

　　　　　　やわらかい

う　　　強　い
　　　　　　単純な

図乞二6文部省

vぺ

〆
！主

’1

い
い！、’

　　’　く　　」　　｛
　、　、　，　　＼I㌔．

／グ
く．ぺ
　べ、
　　　ジ
　　。〃
　／、・一

篶㌔・ミ。

図2－7

　　　　一　　明るい

　　　　　　　岬口とし牢

　　　　　　　新しい
　　　教　　飾
H40三妾未｛竃≡薫しり

心一一一一｛4皿凄以上闘放的

ト・一莇校長．教頭すき

　　　　　　　暖、かい

　　　　　　親Lみやす一1

　　　　　　　かわいらしい

　　　　　　　おだやかな

x　　　　　　きま妻な

　　　　　　多様な

　　　　　　やわらかい

一葦＞　　　　　　強　　い　　　兄
　．

　　　　　　単純な一

目教組



加藤：学校教育についての教師および大学生のイメージ

r学習指導要領」r道徳教育」r職員会議」r文部省」が

あげられる．また世代差がほとんどみられないものとし

て「特別活動」があげられる．なお，　「現代っ子」につ

いても教師間では世代によるイメージの差は少ない．

　つまり，現在の教育内容，学校運営，教育行政等につ

いて高年齢層ほど受容的，好意的にたる傾向を示L，若

い年齢層ほど批判的，非好意的な傾向を示すといえる．

常識的にいえば，責任ある立場や役割の違いがイメージ

の差に反映されているともいえるL，古い世代の現実主

義，経験論と若い世代の理想主義，観念論の対立がイメ

ージの差に表現されているともいえるであろう．

　世代差の解釈についてはこれ以上立入らないが，学校

での実際の指導を考えた場合，具体的な教育内容や学校

運営のイメージに関しても世代差がみられることは明ら

かである．したがって各学校においては，教師それぞれ

の世代的特質を生かしながら，それをどのように調整

し，統合していくか，その可能性をどこに求めるかが重

要な間題になっているものと推測される．

　なお，教師の場合，「特別活動」と「現代っ子」につ

いては世代差がほとんどみられないが，このことは子ど

もの自主的実践的活動の充実や子どもの実態についての

見方は教師の世代にかかわりなく共通していることを意

味している、逆にいえぼ，子どもの実態や望ましい成長

のあり方を中心に据えて考える場合，教育内容や学校運

営についても世代を越えて共通理解が得られる可能性を

示唆しているといえるのではないだろうか．

　　　　　　　　結果と考察（その3）

　1．小学校教員の好き嫌いと学校教育のイメージ

　小学校教師のいだく学校教育のイメージは，自己の職

業である小学校教員をどう感じているかによって影響さ

れる面が大きいと予想される．そこで，刺激概念として

の「小学校教員」についてそれぞれ「すき」「どちらと

もいえない」　rきらい」と反応したグループ別に結果を

整理してみた．紙面の都合上，図3－1～3－4に結果の一

部を示す．

　なお，小学校教員の「すき・きらい」に対する反応は

次のようであつた．

　（1〕すき……一・・…・…・……・………122名（44．27％）

　（2〕　どちらともいえない川・…・…・…107名（42．29％）

　13〕きらい……一……・；・’…………・34名（13．44％）

　この反応結果は，比較すべきデニターがたいので，従

来からの教員の実態を表わすも’のかどうか判断できない

が，小学校教員を「すき」と答えるものの割合が50％に

達しないこと，またrきらい」と答えるものが10％を越

えることたどから，現職の小学校教師の過半数は自己の

職業に十分な満足感をもっていないものと推測される．

　さて，図3－1～3－4によって小学狡教員の好き嫌いに

43

よるイメージの違いを比較してみると，．rすき」と答え

たグループは学校教育を明るく，好意的，積極的にみる

傾向を示Lている．特にr特別活動」r職員会議」など

に坤いてその傾向が明らかである．また，rどちらとも

いえない」と答えたグループとの差は少ないが，「きら

い」と答えたグルーブとの差が明らかな概念がかなり多

い．図では「道徳教育」がこれに相当している．したが

って，．小学校教員をrきらい」と答えたものは，ほとん

どすべての概念を暗く，非好意凱消極的にみる傾向を

示している．なお，r小学校教員」のイメージは当然の

ことながら，　「すき」なグループとrきらい」なグルー

プとでは対照的な繕果となっている・

　以上のように，小学校教員の好き嫌いが学校教育のイ

メージと関連をもつことは明らかである．小学校教員の
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図3－1道徳教育（小学校教員のすき・きらい別）
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　　　　　　単腕　な

　　　　　　　　図3－3≡小学校教員’

好きなものは，学校教育を明るく，好意的，積極的にみ

る傾向が強く，嫌いたものはその逆の傾向を示してい
る・これらのことは，教師というものぽ教師の仕事が好

きでなげれぱならないこと，また，教師が自分の仕事に

生きがいをもち，十分な満足感をもって子どもの指導に

打ち込めるような杜会的環境条件の中におかれること，

の重要性を示唆するものである．

　2、文部省・日教栂の好き嫌いと学校教育のイメ丁ジ

　次に．現在の教育界r最も大きな影警力をもつと考え

られる文部省および目教組の好き嫌いと学校教育のイメ

ージとの関係を検討してみる．

　刺激概念「文部省」およびr目教組」に対するrすき」

「どちらともいえない」　rきらい」の反応を教師と大学

生の合計についてクロス集計した繕果を表1に示す．

　すでに指摘Lてきたように，文都省，目教組のイメー

ジはともに暗いイメージであり，’両者ども現職の教師お

表1文部省・目教組に対する好き嫌い
　　　　　　　　　（教師恭よび大学生の合計）

文　　部　　省
どちら

きらい ともい す　き 計
えない

’66人 69人 4人 139人
き　ら　い ％ ％ ％ ％

目
（17．60） （18．40） て1L07） （3τ07）

どちらとも 93人 112人 1人 206人
い．えない

％ ％ ％ ％

教
（24．80） （29．87） （O．27） （5493）

28人 2人 ○人 30人
す　　　き 一％ ％ ％ ％

組 （7．47） （O．53） （00） （8．00）

187人 183人 5人 375人
計 ％ ％ ％ ％

（49，87） （48．80） （1．33） （100，O）
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一．．．、．4どちらとも開放的

　　　いえない
，←・一・→き・ら　い　寸　　　き

　　　　　　竪　か　い

　　　　　　狽しみやすい
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　　　　　　　　図3－4職員会議

よび大学生からは好かれていたい．表からわかるよう

に，文部省，目教組とも「すき」なものは0％，どちら

かが「すき」なものも合計10％に満たない．

　このように「すき」の反応は少ない牟，rすき」rどち

らともいえたい」「きらい」の反応グループ別に「学習

指導要領」r道徳教育」r現代g子」　r小学校教員」の4

概念のイメージを比較したのが図4－1～4－4および図5－1

～5－4である．

　文部省を「すき」と反応したグループは，学習指導要

領，遣徳教育，現代っ子，小学校教員の4概念とも明る

く，好意的，積極的に評価する傾向を示し，rきらい」

と答えたグループはその逆の傾向を示している．また目

．教組をrすき」と答えたグループは，学習指導要領，道

徳教育を暗く，非好意的，消極的にとらえる傾向が強

い．

　文部省，目教組に対する態度が実際の教育活動に対す

る態度と関連していることは明らかであり，しかも文都

省を好きなもののイメージと目教組を好きなもののイメ

ージの聞には大きな亀裂がある．両グループの立場の調

整や統合はきわめて困難と思われるが，いずれかを好き

なものは10％に満たず，90％の大学生や教師はど．ちらに

もとらわれないあり方を求めているとみることもでき

る．また，世代や立場の相違にもかかわ亭ず，　r現代っ

’子」に対する見方は比較的一致する傾向を示している．

子どもの望ましい成長という観点に絶えず立ち扉って教

育間題を考えていくことが共通理解を得る道である亨と

を予想きせる．

　・なお，’本研究では，さらに因予分析による検討を行な

ったが，その結果については紙面の都合上，別の機今に

報告したい、
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SUMMARY 

Images of School Education as Held by Primary 

and Teacher-College Students 

School Teachers 

The 

Takakatsu 

University 

The main purpose of this study is to explore 

the images of school education as held by primary 
school tdachers and teacher-college student~3, using 

the'semantic differential method. 

The subjects were presented 13 concepts con-
cerning school education(i. e, courses of study, moral 

education, extr'a-curricular activities, schoolchildren, 

school teachers, PTA, boards of education, etc.) and 

were asked to give views on each of the 13 concepts 

by rating them on a 15-scale semantic differential. 

The subjects were 253 primary school teachers and 
122 teacher-college students. 

The following results were obtained : 

According to the ratings of most topics, both 

Kato 

of Tsukuba 

thc school teachers and the college students showed 

a negative attitude toward the bresent situ~tion of 

school education. In particular, courses of study, 
moral education, boards of ~ducation, the Ministry 

of Eclucation, ' and the Japan. Teachers' Union were 

ra.ted as glbomy, closed, cold, hard and so on. 

On the other hand, school children and extra-
curricular activities were positively rated as bright, 

open, pleasant and intimate by both school teachers 

and college students. 

Signifcant differences were found amQng the 
school teachers and the college students. The col-

lege students showed a more negative attitude to-

ward the present situation of school education. 
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明るい・暗い
からっとした・しめ
つぽい

新しい’・古い
楽．しい・苦しい

開準的’閉寧的
す　き・き　ら’い

暖・かい・冷た’い
親しみやすい・親し
みにくい
かわし・．らしし・・にく

らしい
おだやか狂・はげし
し・

きままた・押しつけ
的放
多様．な・画一的な

キわらかい・かたい

強　　㌧・’・弱　　い

単純な・複雑た

明るい・暗い
からっとしブこ・レめ
つぽい

新しし・．古い

楽しい・苦しい

開放的・閉鎖的

すき・きらい

暖かい・冷たい
親しみやすい・親し
みにくい
かわいらしい・にく
らしレ）一

おだやかな・はげし
し・

きままた・押しつげ
的な

多様た・画一的な

やわらかい・かたい

強．’い・弱　　い

単純在・複雑な

加藤：学校教育についての．教師およ．び犬学生’のイメージ

　　　　　付表　各尺度の平均得点と標準偏差

　　　　　　　　学習指導要領

大学生
（N＝122）

Ml
2，22

2，31

1，89

2，20

1，80

2，06

2，02

1，79

2，27

2，89

1，67

2．00
1169

3，69

2．87

2．48

2150

2，17

2，28

2，03

2，38

2，25

2，16

2，53

2，88

1，71

2，27

2，12

3，74

2．60

SD
O．78

0，88

0，84

0，80

0，72

0，84

0，77

0，78

0，79

0．75

0193

1，13

0．73
i．01

1．26

O．82

0，82

0，95

0，79

0．82

b．83

b．7き

O．80

9・79

0・6亭

O．71

1，19

0，84

1，01

1．18

40歳末満
（N＝93）

Ml
2，31

2，34

2，16

2，37

2，17

2，27

2，26

2，08

2，60

2．86

2104

2，18

2，12

3，44

2．52

S．D

O，73

0，75

0，81

0，73

0，74

0，79

0，75

0，81

0，66

0，65

0，87

0，93

0，77

0，91

0．86

教　　　　　　　　師
40歳以上
（N＝132）

Ml
2，91

2，83

3，03

2，58

2，64

2，80

2，77

2．68

2186

2，98

2，45

2，52

2，48
3．5き

2．44

SD・

0，70

0，63

0，87

0，63

0，74

0，64
0．6ケ

0，70

0，38

0，56

0，82

0，90

0，75

0，77

0．70

校長・教頭
（N＝28）

教　　育　　課　　程

2，74

2，74

2，72

2，66

2，57

2，81

2，60

2，62

2，84

3．O0

2，53

2，61

2，53

3，27

2．55

O．57

0，58

0，82

0．68

ρ．66

0．59

b．57

0．67

b．4◎

O．44

0，73

0，93

0，71

0，66

0．80

2，92

2，92

3，14

2，72

2，72

2．90

2178

2，79

2，93

3，03

2，60

2，66

2，64

3，38

2．36

O．70

0，59

0，89

0，68

0，68

0，63

0，75

0，69

0，43

0，54

0，74

0，85

0，65

0，68

0．74

Ml
3，25

2，96

3，14

2，57

2，61

3，07

3，00

2，68

3，00

3，07

2，54

2，64

2，46

3，29

2．39

3，18

3，11

3，43

2，89

2，93

3，21

3，07

3，00

3，07

3，14

2，68

2，50

2，75

3，36

2．43

SD
0，63

0，42

0，74

0，49

0，67

0，37

0，53

0，54

0，27

0，59

0，63

0，85

0，73

0，84

0．72

O．71

0，62

0，78

0，72

0，65

0，49

0，84

0，65

0，37

0，35

0，76

0，73

0，57

0，72

0．82

全　　体
（Nご253）

Ml
2，73

2，67

2，72

2，50

2，47

2．64

2160

2．46

乞．78

2，94

2，31

2，41

2，35

3，48

2．46

2．88

2188

3，02

2，72

2，69

2，90

2，75

2，75

2，91

3，03

2，58

2，62

2，61

3，34

2．43

SDl

O．78

0，71

0，94

0，66

0，77

0，74

0，74

0，78

0，51

0，60

0，84

0，92

0，78

0，84

0．77

O．67

0，60

0，89

0，69

0，68

0．61

0172

0，69

0．4＝5

0，49

0．、74

0187

0，67

0，68

0．78

5．85＊＊

4．20＊＊

8．35＊＊

3．78＊＊

．7．97＊＊

6．76柵

6．99榊

7．77＊＊

7．50＊＊

0，87

6．06＊＊

・3．73＊＊

7．83＊＊

2．’12・

3，84＊＊

5．09＊＊

5．01＊＊

8．40＊＊

5．46＊辛

8．20＊＊

6．86＊＊

6．14＊＊

7．42＊＊

6．28＊＊

2．50＊

10．7g＊＊

言．24＊＊

6．01＊＊

4．52＊＊

1．59

47

30．21榊

15．90＊＊

49．30＊＊

6．64＊＊、

30．36＊非

29．83＊＊

29．98＊＊

34．97＊＊

24．04＊＊

1．21

19．77＊＊

7．46＊＊

25．66紳

2，23

5．08＊＊

11．70＊＊

11．04＊＊

30．82紳

10．74榊

24．68＊＃

18．44柵

15．95＊＊

20．78＊＊

14．64＊＊

2．56

39．09紳

．1芦・70＊

131’18柵

7．15＊＊

1．63
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1

2

3

4

5

6

7

8

9
10

11

12

13

・14

15

明るい・暗い
．からっとした・しめ
つぽい

新レい・古い
楽しい・苦しい

開放的・閉鎖的

す　き・き　ら　い

暖かい・冷たい
親しみやすい・親し
みにくい
かわいらレい・にく
らしい
おだやかた・はげし
い

きままた・押しつげ
的な

多様、た・画一的な

やわらかい・かたい

強　　い・弱　　い

単純な・複雑た

明るい・暗、い
からっとLた・しめ
．つぽい

新’しい・古い

楽しい・苦しい

開放的・閉鎖的

す　き・き　ら　い

暖かい・冷たい
親Lみやすい・親し
みにくい
かわいらしい・にく

らLい
おだやかな・はげし
㌧・’

きままな・押しつげ
的た

多様な・画一的な

やわらかい・かたい

強　　い・弱　　い

単純な・複雑な

筑波大学心理学研究
　　　　　　教　　　科　　　書

大学生
（N＝122）

Ml
2，52

2，57

2，11

2，35

2，12

2，48

2，29

2，43

2，62

3，12

1．72

2122

2，09

3，45

2．70

2，34

2，11

2，01

2，48

2，26

2，57

2，76

2，33

2，74

3．13

1191

2，31

2，23

3，20

3．12

SD
O．78

0，84

0，99

0，82

0，82

0，87

0，78

0，98

0，69

0，63

0，67

1，17

0，81

0，98

1．09

0，91

0，84

0，94

0，80

0，89

0，98

0，92

0，88

0，68

0，65

0，84

1，03

0．ε5

0，99

1．26

40歳未満
（N＝93）

Ml
3，12

3，02

2，95

2，86

2，63

2，72

2，81

2，87

2，99

3，17

2，55

2，35

2，60

3，26

2．95

道

2，44

2，41

2，29

2，56

2，53

2，56

2，74

2，33

2，78

3，04

2，25

2，39

2，41

3，04

2．67

SD

O．70

0，59

0，87

0，76

0，67

0，68

0，68

0，74

0，40

0，50

0，81

0，89

0，71

0，70

0．82

O．84

0，85

0，91

0I75

0，82

0，73

0，79

0，78

0，55

0，65

0，85

0，94

0，79

0，82

0．99

第1号

教　　　　　　　師
40歳以上
（N＝132）

Ml
3，40

3，14

3，28

3，05

2，89

3，01

3，10

3，04

3，02

3，20

2，60

2，56

2，78

3，23

2．89

SD・

O．80

0，58

0，90

0，66

0，61

0，63

0，66

0，82

0，43

0，51

0，56

0，77

0，70

0，59

0．71

校長・教頭
（N＝28）

Ml
3．61

’3，21

3，68

3，11

3，07

3，11

3，18

3，29

3，18

3，36

2，75

2，61

2，79

3，21

2．96

教　　育

2，98

2，89

2，92

2，83

2，83

3，01

3，09

2，82

2，93

3，16

2，69

2，91

2，74

3，02

2．65

O．82

0，73

0，90

0，78

0，71

0，84

0，81

0，79

0，45

0，59

0，83

0，87

0，70

0，71

0．81

3，04

3，04

3，07

2．86

2196

3，18

3，29

2，96

2，96

3，14

2，68

2，93

2，89

3，04

2．57

SD

O．67

0，49

0，71

0，62

0，59

0，62

0，66

0，75

0，47

0，48

0，51

0，77

0，67

0，56

0．68

O．78

0，63

0，84

0，79

0，68

0，85

0，75

0，87

0，33

0，52

0，54

0，92

0，67

0，68

0．90

全　　体
（N＝253）

Ml
3，32

3，11

3，20

2，98

2，82

2，91

3，00

3，00

3，03

3，21

2，56

2，49

2，71

3，24

2．92

2，79

2，73

2，70

2，73

2，73

2，87

2，98

2，66

2，88

3，11

2，53

2，72

2，64

3，03

2．65

SD
0，77

0，58

0，90

0，70

0，65

0，67

0，68

0，80

0，43

0，51

0，67

0，82

0，70

0，63

0．75

O．86

0，80

0，96

0，78

0，77

0，84

0，82

0，83

0，48

0．61

0184

0，93

0，76

0，75

0．89

9，41＊＊

7．16＊＊

10．65＊＊

7．71＊＊

8．91紳

5．36＊＊

8．99＊＊

5．96榊

6．90＊＊

1．35

11．39榊

2．56＊

7．64紳

2．54＊

2．27＊

4．63＊＊

6．93＊＊

6．62＊＊

2．92＊＊

5．22＊＊

3．06＊＊

2．34＊

3．50＊＊

2，35＊

O．24

6．65＊＊

3．81＊＊

4．67＊＊

1187

4．18＊＊

F

34．35紳

18．OO＊＊

44．50＊＊

21．40＊＊

31．06紳

13．34紳

31．37＊＊

i3．94・・

16．85＊＊’

1．43

45．38＊＊

3．20＊

20．69＊＊

2，19

1．84

i5．62・・

25．36＊＊

25．94＊＊

5．26＊＊

12．68紳

9．68＊＊

6．34＊＊

12．01＊＊

3．40＊

O．67

20．94＊＊

11．05＊＊

12．02＊＊

1，18

5．87＊＊



1

2

3

4

5

6

7

8

9
10

11

12

13

14

15

1

2

3

4

5

6

7

8

9
10

11

12

13

14

15

明るい・暗い
からっとした・しめ
つぽい

新しい・古い
楽しい・苦しい

開放的・閉鎖的

す　き・き　ら　い

暖かい・冷たい
親しみやすい・親し
みにくい
かわいらしい・にく
らしい
おだやかた・はげし
し・

きままた・押しつげ
的た

多様た・画一的な

やわらかい・かたい

弓重　　し・・蔓冒　　し・

単純な・複雑な

明るい・暗い
からっとした・しめ
つぽい

新しい・古い
楽しい・苦しい

開放的・閉鎖的

す　き・き　ら　い

暖かい・冷たい
親Lみやすい・親し
みにくい
かわいらしい・にく

らLい
おだやかな・はげL
し・

きままな・押しつげ
的な

多様た・画一的な

やわらかい・かたい

葛重　　　㌧・・毫易　　し・

単純な・複雑な

加藤：学校教育についての教師およぴ犬学生のイメージ

　　　　　　　　　特　　別　　活　　動

大学生
（N＝122）

M
3，82

3．64

3154

3，82

3，52

3，72

3，75

3，65

3，15

2，91

2，91

2，98

3，20

3，34

3．07

2，61

2，47

2，01

2，54

2，07

2，35

2，19

2，30

2，48

2，69

1，98

1，89

2，21

3，76

3．47

SD
0189

0187

1，02

1，04

1，08

1，05

0，85

1，07

0，58

0，93

1，17

1，15

0，98

0．91

ユ．03

O．99

0，97

0，97

0，99

0，90

1．OO

O．90

1，03

0，83

0，79

0，98

0，95

0，81

0，98

1．28

40歳未満
（N＝93）

M
3，66

3，35

3，55

3，61

3，58

3，54

3，49

3，55

3，13

3，15

2，92

3，08

3，24

2，92

2．82

SD
0，77

0，63

0，81

0，87

0，79

0，90

0，73

0，87

0，53

0，67

0，77

0，92

0，77

0，57

0．65

教　　　　　　　　師
40歳以上
（N＝132）

Ml
3，75

3，50

3，71

3，67

3，65

3，63

3，59

3，58

3，19

3，34

3，05

3，33

3，36

2．’94

2．94

SD
0，68

0，62

0，73

0，80

0，69

0，87

0，70

0，79

0，46

0，52

0，62

0，83

0，66

0，50

0．80

校長・教頭
（N＝28）

通　　　信　　　簿

2，73

2，58

2，35

2，32

2，63

2，55

2，48

2，70

2，75

2，89

2，49

2．49

2160

3，42

2．81

O．84

0，90

0，92

0，84

0，70

0，86

0，82

0，80

0，60

0，65

0，80

0，98

0，81

0，74

1．08

2，87

2，75

2，86

2－37

2，73

2，58

2，78

2，65

2，86

3，04

2，64

2，61

2，61

3．39

2170

O187

0，82

0，99

0，82

0，83

0，85

0，89

0，90

0，61

0，61

0，68

0，92

0，80

0，69

0．91

Ml
3，89

3，57

3，96

3，89

3，86

3，68

3，68

3．79

3121

3，32

3，03

3，36

3，43

3，07

2．86

3，25

3，11

3，21

2，57

2，86

2，86

3，21

2，82

3，14

3，29

2，68

2，71

2，75

3，29

2．89

SD
O．62

0，56

0，68

0，72

0，69

0，76

0，71

0，67

0，41

0，60

0，53

0，90

0，73

0，37

0．74

O．83

0，72

1，05

0，73

0，99

0，87

0，72

1，07

0，52

0，59

0，60

0，75

0，87

0，75

0．90

全　　体
（N＝253）

Ml
3，73

3，45

3，68

3，68

3，65

3，60

3，57

3，59

3，17

3，27

3．01

．3，24

3，32

2，95

2．89

2，86

2，73

2，71

2，38

2，71

2，60

2，72

2，69

2，85

3，01

2，59

2，58

2，62

3，39

2．76

SD
O．71

0，62

0，77

0，82

0，73

0，87

0，71

0，81

0，49

0，60

0，67

0，88

0，71

0，52

0．73

．O．87

0，85

1，02

0，82

0，81

0，86

0，88

0，89

0，61

0，63

0，72

0，93

0，81

0，72

0．98

t

1，03

2．34＊

1，46

1，44

1，29

1，16

2．24＊

O．58

0．39’

4．49＊＊

1，02

2．42＊

1，29

5．21＊＊

2．O1＊

2．54＊

2．63＊＊

6．34＊＊

1，69

6．87＊＊

2．43＊’

5．42＊＊

3．78＊＊

4．96＊＊

4．25＊＊

6．79＊＊

6．62＊＊

4．51＊＊

4．12＊＊

5．86＊＊

49

F

1，08

2．87＊

2．55．

1，39

1，30

0．70・

2，20

0，62

0．37．

8．09＊＊

0．81’

3．34＊

1，13

9．39＊＊

1．74

4．55＊＊

4．94＊＊

21．71＊＊

1．53＝

16．31辛＊

2．86＊

15．70苛＊

5．03寺＊

10．68＊＊

8．63＊＊

16．12＊＊

15．07＊＊

7．22＊＊

5．84＊＊

11．76＊＊
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　2
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　4
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　5

　6

　7
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　11

　12
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　15

50

1

2

3

4

5

6

7

8

9
10

11

12

13

14

15

明るし．・・暗い

からっとした・Lめ
つぽい

新しい・古い

楽Lい・苦しい
開放的・閉鎖的

す　き・き　ら　い

’暖かい・冷たい
親しみやすい・親し
みにくい
かわいらしい：にく
らしい
おだやかた・はげし
い
きままた・押しつけ
的な

多様な・画一的な

やわらかい・かたい

強い・弱い
単純な・複雑な

明るい・暗い
からっとした・しめ
つぽい

’新　し　い・古　い

楽しい・苦しい

開放的・閉鎖的

すき・き　らい

暖かい・冷たい
親しみやすい・親L
’みにくい

かわいらレい・にく
らしい

おだやかな・はげL
い
きままな・押しつげ
的な

多様な・画一的な

やわらかい・かたい

強　　い・弱　　い

単純た・複雑た

筑波犬学心理学研究
　　　　　現　　代　　っ　子

犬学生・
（N＝122）

M
3．93

－4，09

4，18

4，32

3，44

2，95

2，39

2，88

2，48

2，37

3，69

3，03

3，21

2，31

2．92

3，43

3，07

2，76

3，08

2，98

3，23

3．70

．3，52

3．08

．3，35

2，80

3，04

3，12

3，02

2．88

1・・

1，01

0，98

0，91

0，97

1，16

0，92

0，85

1，05

0，86

0，93

1．09

，1，28

0，91

1．04

．1．24

1，03

1，00

1，08

1，15

1，12

1，10

0，99

1，09

0，70

0，91

0，98

1，22

1，13

1，13

1．26

40歳未満
（N二g3）

M
4，23

4，17

4，02

3，67

3，89

3，08

2，55

3，48

3，02

2，61

3，91

2，75

3，51

2，29

3．60

1・・

小

3，08

2，84

2，68

3，39

2，67

3，39

3，32

3，31

3，06

3．39

2168

2，60

2，73

2，67

3．18

0，71

0，76

0，75

0，92

0，98

0，85

0，89

0，99

0，84

0，80

0，97

1，14

0，86

0，99

1．06

学

1，04

0，98

1，04

1，12

1，08

1，08

1，05

1，01

0，70

0，87

0，97

1，02

1，09

0，98

1．14

第1号

教　　　　　　師
40歳以上
（N＝132）

M
4，37

4，08

3，97

3，77

4，05

3，09

2，85

3，53

3，06

2，67

3，95

3．36

．3，43

2，36

3．86

校

3，11

2，86

2，77

3，06

2，70

3，40

3，26

3，35

3，05

3，27

2，92

2，77

2，77

2，77

2．94

1・・

．O．70

0，77

0，76

0，73

0．74

0174

0177

0，75

0，76

0，76

0，96

1，08

0，73

0，89

0．96

校長・教頭
（N＝28）

M
4．43

－3，96

4，11

3，75

3，96

3，00

2，61

3，50

2，89

2，61

3，96

3，61

3，54

2，36

3．89

教　員

O．99

0，84

0，89

1，09

0，96

1．O0

1，03

0，95

0，61

0，80

0，84

1，04

0，92

0，89

1．11

3，36

3．O0

3，11

3，25

2，64

3，54

3，25

3，32

3，07

3，25

2，93

2，71

2，93

3，04

2．68

1・・

O．49

0，68

0，67

0，57

0，73

0，60

0，90

0，78

0，67

0，62

0，87

0，98

0，50

0，55

0．77

0197

0，89

0，72

0，83

0，85

0，82

0，91

0，89

0，59

0，74

0，84

0，92

0，84

0，82

0．93

全　　体
（N＝253）

Ml
4，32

4，10

4，00

3，73

3，98

3I08

2，71

3，51

3，03

2，64

3，94

3．16

．3，47

2，33

3．77

3．13

2187

2，77

3，20

2，68

3，41

3，28

3，33

3，06

3，31

2，83

2，70

2，77

2，76

3．OO

SD
0，69

0，76

0，75

0，79

0，84

0，77

0，84

0，85

0，78

0，76

0，95

1，14

0，76

0，90

0．99

1，01

0，90

0．94

1108

1．O0

1，01

1，03

0，96

0，64

0，82

0，90

1，02

0，98

0，92

1．11

4．36＊＊

0，13

1．99＊

4．23＊＊

5．10＊＊

1，36

3．39＊＊

6．21＊＊

6．17＊＊

3．00＊＊

2．24＊

0．98

2186＊＊

0，19

7．17＊＊

2．73＊＊

1，90

0，07

0，97

2．57＊

1，57

3．78＊＊

1，73

0，31

0，46

0．26

2182＊＊

3．06＊＊

2．41＊

O．95

7．11＊＊

O．50

1，56

6．21＊＊

9．13＊＊

O．71

6．37＊＊

12．86＊＊

13．02＊＊

3．09＊

1，70

6．77＊＊

2．94＊

O．11

18．43＊＊

3．06＊

1，42

1，37

1，93

2，23

0，98

4．83＊＊

1，02

0，04

0，49

1，36

3．06＊

3．38＊

2．94＊

1．91



1

2

3

4

5

6

7

8

9
10

11

12

13

14

15

1

2

3

4

5

6

7

8

9
10

11

12

13

14

15

明るい・暗い
からっとした・しめ
つぽし・

新しい・古い
楽しい・苦しい

開放的・閉鎖的

す　き・き　ら　い

暖かい・冷たい
親しみやすい・親L
みにくい
かわいらしい・にく
らしい
おだやかな・はげし
し・

きままな・押しつげ
的な

多様な・画一的な

やわらかい・かたい

…療　　　し・・葛葛　　し・一

単純な・複雑た

明るい・暗い
からっとした・しめ
つぼい

新一しい・古い

楽しい・苦しい

開放的・閉鎖的

す　き・き　ら　い

暖かい・冷たい
親しみやすい・親し
みにくい
かわいらしい・にく
らしい
おだやかな・はげし
し・

きままた・押しつけ
的な

多様な・画一的た

やわらかい・かたい

弓虫　　　し・・葛葛　　し・

単純な・複雑た

加藤：学校教育についての教師およぴ犬学生のイメージ

　　　　　　　　　職　　員　　会　　議

大学生
（N＝122）

Ml
2，16

2，09

2．09

2132

1，88

2，34

2，19

1，99

2，52

2，80

2，08

2，45

1，89

3，48

2．46

2，32

2，04

2，04

2，49

2，11

2，03

2，28

2，03

2，37

2，22

2，12

2，64

2，09

3，90

2．91

SD
0，81

0，85

0，93

0，77

0，85

0，82

0，80

0，81

0，72

0，82

0，88

1，07

0，84

1，00

1．12

O．91

0，86

1，00

0．82

0197

0，88

0，87

0，87

0，95

0，85

1，13

1，20

0，90

0，94

1．43

40歳未満
（N＝93）

M
2，68

2，69

2，54

2，68

2，60

2，71

2，65

2，63

2，85

3，07

2，72

2，59

2，54

3，11

2．78

SD
O．86

0，85

0．87

・O．73

0，86

0，67

0，81

0，73

0．46

0169

0，83

0，89

0，74

0，78

0．95

教　　　　　　　師
40歳以上
（N＝132）

Ml
2，96

2，86

2，97

2，72

2，92

2，78

2，73

2，87

2，87

3，03

2，95

2，94

2，67

3，13

2．64

SD
O．91

0，84

0，83

0，70

1，00

0，66

0，73

0，66

0，43

0，72

0，75

0，84

0，72

0，73

0．75

校長・教頭
（N＝28）

P　　　　T　　　　A

2180

2，54

2，58

2，69

2，44

2，60

2，77

2，57

2，80

2，89

2，89

2，82

2，81

3，44

2．56

O．86

0，89

0，97

0，82

0，80

0，75

0，82

0，80

0，65

0，74

0，82

0，80

0，66

0，75

1．05

3，12

2，76

2，82

2，77

2，77

2，70

2，89

2，78

2，88

3，05

3，04

3，10

2，87

3，19

2．73

0，90

0，85

0，94

0，76

0，82

0，78

0，82

0，93

0，58

0，66

0，77

0，87

0，72

0，71

1．02

ぺ
3，36

3，29

3，36

2，89

3，25

2，93

3，11

3，04

2，96

3，25

3，11

3，21

2，71

3，07

2－71

3，61

3，18

3，39

2，89

3，11

3，00

3，18

3，21

3，07

3，18

3，04

3，21

3，11

3，25

3．11

SD
0，90

0．・84

0，90

0，67

0，91

0，46

0，72

0，63

0，33

0，74

0，49

0，82

0，75

0，65

0．75

1，14

0，76

0，90

0，72

0．7乞

O．65

0，80

0，82

0，59

0，76

0，57

0，62

0，72

0，63

1．05

全　　体
（N＝253）

M
2，90

2，85

2，85

2，72

2，84

2，77

2・7千

2，80

2，87

3，07

2，88

2，81

2，63

3，11

2．70

3，06

2，72

2，79

2，75

2，68

2，70

2，88

2，75

2，87

3，01

2，98

3．01

．2，87

3，29

2．71

SD
O．91

0，86

0，89

0，71

0，96

0，64

0，77

0，69

0，44

0，71

0，77

0，89

0，74

0，74

0．83

O．95

0，87

0，97

0，78

0，83

0，76

0，83

0，89

0，61

0，71

0，77

0，83

0，71

0．73

－1．05

t

7．56＊＊

7．95＊＊

7．62＊＊

5．01＊＊

9．38＊＊

5．58＊＊

6．42＊＊

9．96＊＊

5．81＊＊

3．23＊＊

8．93＊＊

3．36＊＊

8．63＊＊

3．99＊＊

2．32＊’

7．12＊＊

7．10＊＊

6．95＊＊

2．95＊＊

5．95＊＊

7．47＊＊

6．48＊＊

7．34＊＊

6．12＊＊

9．39＊＊

8．61＊＊

3．44＊＊

9．17＊＊

6．92＊＊

1．51

51

F

鰯缶缶｛旺批殉
24．58＊＊

25．16＊＊

28．27＊＊

8．99＊＊

34．52＊＊

11．11＊＊

16．50＊＊

36．70＊＊

11．58＊＊

4．16＊＊

29．23＊＊

10．04＊＊

25．53＊＊

5．33＊＊

2．25

23．72＊＊

21．41＊＊

21．85＊＊

3．42＊

17．33＊＊

20．56＊＊

15．83苛＊

22．48＊＊

13．55＊＊

30．96＊＊

25．19米＊

6．01＊＊

29．22＊＊

17．95＊＊

2．34



1

2

3

4

5

6

7

8

9
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11

12
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14
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2

3

4

5

6

7

8

9
10

11

12

13

14

15

52

明るい・暗い
からっとした・Lめ
つぽい

新しい・古い
楽しい・苦しい

開放的・閉鎖的

すき・きら」い

暖かい・冷たい
親しみやすい・親し
みにくい
かわいらしい・にく
らしい
おだやかな・はげし
い

きままた・押Lつげ
的た

多様た・画一的た

やわらかい・かたい

強　　い・弱　　い

単純な・複雑た

明るい・暗い
からっとした・しめ
つぽい

新しい・古い
楽しい・苦しい

開放的・閉鎖的

すき・き　らい

暖かい・冷たい
親しみやすい・親し
みにくい
かわいらしい・にく
らしい
おだやかた・はげし
い

きままな・押Lつけ
的た

多様な・画一的な

やわらかい・かたい

強い・弱い
単純な・複雑た

筑波

大学生
（N＝122）

M
1，85

1，86

1，66

2，11

1，66

2，03

1，85

1，62

2，24

2，59

1，70

2，10

1，56

4，18

2．43

1，82

1，84

1，41

2，10

1，61

1，90

1，74

1，59

2．10

2，58

1．61

ユ．97

1，64

4，14

2．28

1・・

O．80

0，80

0，82

0，81

0，76

0，83

0，79

0，72

0，88

0，90

0，85

1，07

0，74

0，94

1．33

O．83

0，80

0，62

0，84

0，71

0，86

0，83

0，71

0，89

0，93

0，88

1，16

0，80

1，12

1．32

犬学心理学研究第1号

教　育　委　員　会

40歳未満
（N＝93）

1〉［

2，27

2，29

2，12

2，54

2，17

2，52

2，29

2，31

2，68

2，86

2，31

2，31

2，18

3，61

2．43

1・・

文

2，02

2，02

1，68

2，32

1，99

2，06

1，92

2，02

2，37

2，56

2，03

2，12

1，86

3，90

2．40

O．76

0，78

0，80

0，71

0．82

0173

0，78

0，80

0，64

0，73

0，85

0，88

0，89

0，93

0．91

O．78

0，79

0，71

0，81

0，85

0，83

0，82

0，93

0，79

0，81

1，16

1，07

0，85

0，96

1．07

教　　　　　　　師
40歳以上
（N二132）

M
2，72

2，73

2，73

2，77

2，63

2，78

2，69

2，69

2，85

3，04

2，52

2，71

2，57

3，46

2．48

部

2，37

2，39

2，21

2，57

2，25

2，58

2，39

2，33

2，71

2，71

2，33

2，42

2，19

3，71

2．27

1・・

O．78

0，75

0，89

0，59

0，81

0，69

0，90

0，85

0，45

0，64

0，76

0，85

0，86

0，80

0．74

0，81

0，78

0，84

0，68

0，77

0，74

0，81

0，78

0，67

0，77

0，99

0，94

0，75

0，88

0．80

校長・教頭
・（N二28）

省

M
3，11

3，04

3，14

3，00

2，86

3，14

2，96

3，11

3，04

3，21

2，54

2，68

2，75

3，32

2．36

2，75

2，71

2，57

2，75

2，32

2，86

2，64

2，57

2，89

2，89

2，32

2，39

2，29

3，64

2．36

1・・

0，82

0，73

0，79

0，53

0，83

0，58

1，02

0，90

0，32

0，62

0，57

0，85

0，95

0，86

0．67

O．74

0，70

0，82

0，63

0．66

0152

0，72

0，62

0，41

0，62

0，71

0，77

0，59

0，85

0．72

全　体
（N＝253）

Ml・・

2，60

2，60

2，55

2，71

2，49

2，72

2，57

2，60

2，81

3，00

2，44

2，56

2，45

3，50

2．45

2，28

2，29

2，06

2，50

2，16

2，42

2，25

2，25

2，60

2，68

2，22

2，31

2，08

3，77

2．32

O．83

0，80

0，92

0，65

0，86

0，72

0，90

0，87

0，53

0，68

0，79

0，88

0，91

0，86

0．80

O．82

0，81

0，85

0，74

0，80

0，80

0，85

0，84

0，72

0，78

1，04

0，98

0．79

0192

0．90

8．24＊＊

8．34＊＊

9．06＊＊

7．65＊＊

9．11＊＊

8．26＊＊

7．52＊＊

10．67＊＊

7．74＊＊

4．83＊＊

8．36＊＊

4．43＊＊

9．40＊＊

6．94＊＊

O．11

5．09＊＊

5．12＊＊

7．44＊＊

4．67＊＊

6．41＊＊

5．72＊＊

5．50＊＊

7．40＊＊

5．88＊＊

1，02

5．55＊＊

2．95＊＊

5．OO＊＊

3．34＊＊

O．38

34．75＊＊

33．79＊＊

45．33＊＊

23．92＊＊

37．50＊＊

29．29＊＊

25．98＊＊

48．55＊＊

22．75＊＊

9．82＊＊

24．73＊＊

10．17＊＊

35．69＊＊

17．06＊＊

0．13

15．98＊＊

ユ6．31＊＊

34．86＊＊

10．42＊＊

16．49＊＊

22．72＊＊

19．15＊＊

23．47＊＊

17．16＊＊

1．68

12．18＊＊

4．58＊＊

12．50＊＊

4160＊＊

O．35
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目　　　教　　　組

1　明るい・暗い
　からっとLた・しめ2　　つぽい

3新しい・古い
4楽Lい・苦しい
5開放的・閉鎖的

6すき・きらい
7　暖かい・冷たい
　親しみやすい・親し8　みにくい
　かわいらしい・にく9　　らしい
　おだやかな・はげL1O
　し、
　　きままた・押しつげ11
　的た
12多様な・画一的な

13やわらかい・かたい

14　　弓童　　　　し・・葛葛　　　し・

15単純な・複雑な
　（注ユ）

　（注2）

　　　　＊＊P＜．01．

大学生
（N＝122）

Ml
2，29

2，31

2，80

2，30

2，40

2，57

2，39

2，24

2，72

2，10

2，27

2，65

2，31

3，53

2．45

SD
O．90

0，93

1，21

0，82

1，05

0，92

0，87

0，94

0，76

0．．91

1，00

1，12

0，92

1，14

1．20

教 師

40歳未満
（N＝93）

Ml
2，56

2，53

2，71

2，59

2，70

2，88

2．78

2168

2，85

2，51

2，56

2．84

乞．60

3，51

2．46

SD
O．84

0，77

0，93

0，74

0，89

0，76

0，83

0，83

0，51

0，86

0，94

0，95

0，75

0，97

1．03

40歳以上
（N；132）

刈
2，42

2，53

2，70

2，39

2，37

2，44

2，51

2，33

2，67

2，16

2，68

2，58

2，35

3，95

2．46

SD
O．81

0，71

0，87

0，76

0，87

0，91

0，78

0，81

0，66

0－85

1，14

1，09

0，79

0，90

1．03

校長・教頭
（N二28）

Ml
2，11

2，43

2，93

2，36

2，14

2，00

2，21

1，96

2，50

1，64

3，18

2，36

1，86

4，21

2．54

SD
O．72

0，56

0，96

0，77

0，87

0，85

0，77

0，78

0，68

0，81

1，39

1，23

0，79

0，98

1．含O

全　　体
（N＝253）

Ml
2，43

2，52

2，73

2，46

2，47

2，55

2，58

2，42

2，72

2，23

2，69

2，65

2，39

3，82

2．47

SD
0，82

0，72

0，91

0，76

0，90

0，89

0，82

0，85

0，62

0，89

1，12

1，07

0，81

0，97

1．07

1，57

2．34＊

O．64

1，80

0，61

0，20

2．Oプ＊

1，86

0，07

1，32

3．51＊＊

0，03

0，81

2．51＊

0．15

F

2．94＊

1，19

0，53

2，54

3．57＊

8180・＊

5．53＊＊

7．OO＊＊

2，47

8．1ブ＊＊

6．56＊†

1，78

6．20＊＊

7．37＊＊

O．04

tは大学生と教師全体の差の検定結果　＊P＜．05，＊＊P＜．01．

Fは大学生，教師40歳未満，40歳以上，校長・教頭の群問の差についての分散分析結果，＊Pく．05，


